
第158期  中間報告書
2022年4月1日から2022年9月30日まで

証券コード：3111



　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　当社は2022年9月30日をもちまして第158期上半期（2022年
4月1日から2022年9月30日まで）を終了いたしましたので、
その概況についてご報告申しあげます。

2022年12月

株主の皆様へ

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩
やかに回復基調は続いておりますが、新型コロナウイ
ルス感染症の収束が見通せない中、半導体不足の長期
化や原燃料価格の高騰、急激な円安の進行に伴う物価
の上昇や未だ沈静化が見えないウクライナ危機等の影
響により、先行きは依然として不透明な状況が続くと
見込まれます。
　このような状況のもと、当社は引続き各部門において
2020年5月13日開催の取締役会で決議した事業再構築
策の実行により収益改善に取り組んでおります。

　この結果、当社グループの当第2四半期連結累計期間
の経営成績は売上高1,593百万円（前年同四半期比
23.0%減）となり、営業利益26百万円（前年同四半期
比53.7%減）、経常利益211百万円（前年同四半期比
110.1%増）、減損損失770百万円の計上等もあり親会社
株主に帰属する四半期純損失562百万円（前年同四半期
は親会社株主に帰属する四半期純損失637百万円）とな
りました。

取締役社長
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　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。
繊維

　繊維部門につきましては、売上高873百万円（前年同
四半期比33.7%減）、セグメント損失22百万円（前年同
四半期は65百万円のセグメント利益）となりました。

不動産
　不動産部門につきましては、売上高499百万円（前年
同四半期比2.9%増）、セグメント利益314百万円（前年
同四半期比3.1%増）となりました。

食品
　食品部門につきましては、売上高76百万円（前年同四
半期比6.6%減）、セグメント損失30百万円（前年同四半
期は28百万円のセグメント損失）となりました。

その他
　その他部門につきましては、売上高144百万円（前年
同四半期比22.0%減）、セグメント損失20百万円（前年
同四半期は2百万円のセグメント利益）となりました。

　当社グループにおきましては、不採算部門からの撤退
及び環境問題に対応した研究開発強化による事業再構
築策の実行により収益改善に取り組んでおります。環境
問題に対応した研究開発に投資をすることにより、企業
理念である「人と地球と暮らしへのやさしさを追求」する
環境配慮型企業としての地位の確立を目指してまいり
ます。
　新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）によ
る、脱炭素社会実現に向けた省エネルギー技術の研究開
発・社会実装促進プログラムの実証開発に、昨年「タイ
ヤコード用CNT複合溶剤法セルロース繊維の開発」が実
用化開発に引続き採択され、着実な事業化実現のために、
実証データを取得するなどの技術開発を進めておりま

す。また、独立行政法人環境再生保全機構（ERCA）に
よる「セルロースナノファイバーコンポジットの実用化」
は、プラスチック、プラスチックラミネート紙のプラス
チック代替としてのセルロース複合材の研究で、海洋プ
ラスチックごみ問題や、SDGsの貢献を目指しております。
　食品事業では、子会社の株式会社宇美フーズ（福岡県）
での可食セルロース「ぷるんちゃん」の製造、各チャ
ネルへの販売を進めております。高級スーパーや百貨
店向け、海外輸出、通販、その他大手メーカーや問屋
のOEMでの販売をしております。2022年9月より新商
品としてぷるんちゃんおかゆシリーズ、ぷるんちゃん
と大豆ミートを使用したぷるんちゃんクッパシリーズ
を発売、11月にはぷるんちゃん麺の新商品、鯛だし味、
とんこつ味を発売いたしました。さらに、開発チーム
を編成し、ぷるんちゃん自体を改良する取り組みも始
めております。
　ソリューション事業につきましては、一般製造業向け
FAシステム、医薬品製造プラント向け制御システム

（FDA Part11対応）の開発・導入に加え、医療機関に向
けたソリューションビジネスが堅調に推移しておりま
す。無線端末を使用し、待ち時間のストレスを軽減する
ことを目的とした「外来患者呼出システム」は大規模病
院を中心に導入が進み、個人病院、クリニック向けに
開発した「再来受付・自動精算機」も徐々にマーケット
が拡がってきております。今後は、これらで培ったテク
ノロジーをリテール、旅行業界などへ展開を行ってまい
ります。
　この先も共同開発・産学連携に積極的に取り組み、最
終製品を見据えた機能を訴求していき、環境を守る企業
としての地位を確立しつつ、安定的に収益を計上できる
体制づくりに努めてまいります。
　今後も株主の皆様方のご期待に沿えるよう、全社一丸
となって邁進する所存でございますので、変わらぬご指
導、ご支援を賜りますようお願い申しあげます。
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科　　目
当第2四半期
連結累計期間

2022年4月 1 日から
2022年9月30日まで

売 上 高 1,593

売 上 原 価 982

売 上 総 利 益 611

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 585

営 業 利 益 26

営 業 外 収 益 317

営 業 外 費 用 132

経 常 利 益 211

特 別 損 失 1,038

税金等調整前四半期純損失 826

法 人 税 、住 民 税 及び 事 業 税 0

法 人 税 等 調 整 額 △ 265

四 半 期 純 損 失 562

親会社株主に帰属する四半期純損失 562

四半期連結財務諸表

四半期連結貸借対照表（要旨）� （単位：百万円） 四半期連結損益計算書（要旨）� （単位：百万円）

科　　目
当第2四半期

連結会計期間末
（2022年9月30日現在）

（資産の部）

流 動 資 産 3,481

固 定 資 産 17,284

有 形 固 定 資 産 17,127

無 形 固 定 資 産 12

投 資 そ の 他 の 資 産 143

繰 延 資 産 8

資 産 合 計 20,773

（負債の部）

流 動 負 債 9,497

固 定 負 債 8,179

負 債 合 計 17,677

（純資産の部）

株 主 資 本 4,530

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 △ 1,434

純 資 産 合 計 3,096

負 債 純 資 産 合 計 20,773

（ ）
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株式の状況

⑤大株主（上位10名）

株主名
持株数

持株比率
普通株式 A種優先株式 合　計

東洋商事株式会社 572千株 2,000千株 2,572千株 29.92%

龍 寶 裕 子 654 － 654 7.60

丸 　 山 　 三 千 夫 336 － 336 3.91

株式会社三菱UFJ銀行 294 － 294 3.42

竹甚板硝子株式会社 200 － 200 2.32

太陽生命保険株式会社 200 － 200 2.32

株 式 会 社 S B I 証 券 68 － 68 0.79

丸 山 光 子 66 － 66 0.77

龍 寶 惟 男 64 － 64 0.74

千歳コーポレーション株式会社 62 － 62 0.72

（注）	1. A種優先株式は、当社定款の定めにより議決権を有しておりません。
	 2. 持株比率は自己株式（5,296株）を控除して計算しております。

株式の状況（2022年9月30日現在） 普通株式の分布状況（2022年9月30日現在）

①発行可能株式総数
　　普通株式 24,000,000株
　　A種優先株式 11,000,000株
②発行済株式の総数
　　普通株式 6,602,459株
　　A種優先株式 2,000,000株
③単元株式数（普通株式・A種優先株式）
　　普通株式 100株
　　A種優先株式 1,000株
④株主数
　　普通株式 4,408名
　　A種優先株式 1名

合計
66,024

外国法人等
278

（0.4％）
自己株式

52
（0.1％）

個人・その他
48,038

（72.8％）

証券会社
2,350
（3.5％）
金融機関
5,911
（9.0％）

その他の法人
9,392
（14.2％）

合計
66,024

10万株以上
22,580

（34.2％）

100株未満
67

（0.1％）

1万株以上
10万株未満
18,074

（27.4％）

1,000株以上
1万株未満
17,666
（26.7％）

100株以上
1,000株未満
7,636
（11.6％）

   所有者別状況（単位：百株）

   所有株数別状況（単位：百株）
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会社の概況

会社の概況（2022年9月30日現在） 役員（2022年9月30日現在）

 設立 1917年（大正6年）8月13日

 資本金 1億円

 主要な事業内容 レーヨン糸・各種混紡糸、各種レーヨン綿、
不織布の加工及び販売
各種タオル・生活用品等の製造・販売
食品の製造・加工及び販売
化粧品の製造及び販売、ソフト開発
不動産賃貸・販売、その他

 従業員数 115名

 主要な事務所
本 社 大阪府大阪市中央区南本町4-1-1

東 京 事 務 所 東京都中央区八丁堀2-21-11 

加 古 川 工 場 兵庫県加古川市尾上町池田850

代 表 取 締 役 会 長 石 原 美 秀

代 表 取 締 役 社 長 髙 口 　 彰

取 締 役 大 野 泰 由

取 締 役 原 　 沢 　 隆 三 郎

常 勤 監 査 役 近 藤 武 彦

監 査 役 桑 野 哲 雄

監 査 役 竹 前 　 賢
（注）	1. 取締役原沢隆三郎氏は社外取締役であります。
	 2. 監査役桑野哲雄、竹前賢の両氏は、社外監査役であります。
	 3. �取締役原沢隆三郎、監査役桑野哲雄、竹前賢の3氏につきましては、東

京証券取引所に対し、独立役員として届け出ております。

 主要な子会社

会社名 資本金 出資比率 主要な事業内容

オーミケンシ
ソリューション
株式会社

10百万円 100%
FAシステムの
構 築 ・ ソ フ ト
ウェア開発・不
動産賃貸業

株式会社宇美フーズ 10百万円 100% 食 料 品 等 の 製
造・加工

近絹（上海）商貿
有限公司（中国） 50百万円 100% 繊維原料・繊維

製品の卸売販売
オーミ・ド・ブラジル
テキスタイル
株式会社（ブラジル）

26,347千レアル 70.8% 紡績糸の製造・
販売

（注）�オーミ・ド・ブラジルテキスタイル株式会社は2016年11月末をもって事業
を停止いたしました。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

株　主　メ　モ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 4月1日から3ヶ月以内

基 準 日 （1）定時株主総会・期末配当金　3月31日
（2）中間配当金　　　　　　　   9月30日
（3）その他必要のある場合はあらかじめ公告して定める日

公 告 方 法 電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない事由によって  
電子公告による公告をすることができない場合は、大阪市において発行する
朝日新聞に掲載いたします。
公告掲載アドレス

（https://omikenshi.co.jp/ir/ir_notice/）

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

 0120-094-777（通話料無料）

（ご注意）
１．‌�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）

で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）
ではお取扱いできませんのでご注意ください。

２．‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎ
いたします。

３．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。


